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野口聡一宇宙飛行士の
国際宇宙ステーション
長期滞在がスタート 
山崎直子宇宙飛行士
いよいよ宇宙へ

乱気流による航空機事故を防ぐ
ドップラーライダー



年12月21日、バイコヌール宇宙基地から野口
聡一宇宙飛行士がソユーズロケットで宇宙に
飛び立ちました。2日後の23日、国際宇宙
ステーション（ISS）に入室し、5か月間の

長期滞在が始まっています。年明け早々、宇宙庭への水や
りを行ったり、「きぼう」ロボットアームの子アーム組み
立て作業を行ったりと精力的に活動しているようですね。
そして3月には、山崎直子宇宙飛行士が、日本人最後の
シャトル宇宙飛行士として、ディスカバリー号でISSへ

飛び立ちます。本号は、まず前半で野口宇

昨

宙飛行士の打ち上げの様子、そして山
崎宇宙飛行士の最新インタビュー
をお届けします。そして後半は、
航空プログラムグループが開発
中の、光を使ったレーダーで航
空機の乱気流事故を防ぐ「ドッ
プラーライダー」の技術や、宇
宙教育センターがNPO「KU-
MA」と連携して各地で行って
いる「宇宙の学校」の取り組み
をご紹介します。今年も機関誌
『JAXA's』をよろしくお願い
します。

表紙：国際宇宙ステーションに長期滞在する野口聡一宇宙飛
行士（2010年1月6日、「きぼう」の船内実験室にて。NASA提供）

JAXA最前線 18

取り組みの継続が決まった
世界天文年2009を総括

宇宙広報レポート

阪本成一  宇宙科学研究本部  対外協力室教授
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行
っ
て
、
天
体
に
着
陸
し
、
戻
っ
て
き

た
も
の
を
回
収
す
る
の
は
世
界
で
初
め

て
で
す
。
カ
プ
セ
ル
が
着
実
に
地
球
に

戻
り
、
カ
プ
セ
ル
に
小
惑
星
「
イ
ト
カ

ワ
」
の
サ
ン
プ
ル
が
入
っ
て
い
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
20
年
以
上
も
前
に
ス
タ
ー

ト
し
た
計
画
で
、
昨
年
よ
う
や
く
日
本

の
有
人
宇
宙
施
設
「
き
ぼ
う
」
が
完
成

し
ま
し
た
。
今
後
は
、「
き
ぼ
う
」
日

本
実
験
棟
の
運
用
が
本
格
化
し
ま
す
。

日
本
の
有
人
宇
宙
活
動
と
し
て
特
に
大

き
い
の
は
、
野
口
聡
一
宇
宙
飛
行
士
に

よ
る
宇
宙
長
期
滞
在
で
す
。
野
口
宇
宙

飛
行
士
は
、
日
本
人
と
し
て
２
人
目
の

宇
宙
長
期
滞
在
を
行
う
た
め
、
昨
年
の

12
月
に
ロ
シ
ア
の
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙
船
で

飛
び
立
ち
、
今
年
の
５
月
ま
で
Ｉ
Ｓ
Ｓ

に
滞
在
す
る
予
定
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
宇

宙
実
験
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の

維
持
に
も
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
３
月
に
は
、
山
崎
直

子
宇
宙
飛
行
士
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

で
宇
宙
へ
行
き
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
物
資
の

補
給
や
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
操
作
な
ど
の

作
業
を
行
う
予
定
で
す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン

中
に
は
野
口
宇
宙
飛
行
士
も
軌
道
上
に

い
ま
す
の
で
、
初
め
て
日
本
人
２
人
が

宇
宙
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
金
星
探
査
機「
あ
か
つ
き
」と

準
天
頂
衛
星
初
号
機
の
打
ち
上
げ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。「
あ
か
つ
き
」は
金
星

の
大
気
や
風
な
ど
、
主
に
気
象
を
調
べ

ま
す
。
ま
た
、「
あ
か
つ
き
」
と
一
緒
に
、

小
型
ソ
ー
ラ
ー
電
力
セ
イ
ル
実
証
機

「
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
」（
イ
カ
ロ
ス
）
を
打

ち
上
げ
ま
す
。「
イ
カ
ロ
ス
」
は
薄
膜

の
セ
イ
ル
（
帆
）
に
太
陽
光
の
力
を
受

け
て
進
む
、
宇
宙
ヨ
ッ
ト
で
す
。
ソ
ー

ラ
ー
セ
イ
ル
が
実
証
さ
れ
れ
ば
世
界
初

な
の
で
、
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

準
天
頂
衛
星
は
、
ア
メ
リ
カ
の
全
地

球
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
補
完

補
強
し
て
、
測
位
精
度
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
る
た
め
の
実
証
衛
星
で
す
。
準
天

頂
衛
星
は
日
本
の
ほ
ぼ
真
上
を
通
り
ま

す
の
で
、
高
層
ビ
ル
の
影
や
山
間
部
な

ど
に
い
て
も
、
障
害
物
に
影
響
さ
れ
ず

に
衛
星
の
電
波
を
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
準
天
頂
衛
星
と

複
数
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
特
に
日
本
国
内
の
正
確
な
位

置
情
報
を
得
ら
れ
ま
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
補

強
・
補
完
が
期
待
通
り
で
き
れ
ば
、
わ

が
国
で
も
本
格
的
な
測
位
衛
星
の
実
用

化
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
３
年
に
打
ち
上
げ
た

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
が
、
今

年
の
６
月
に
地
球
に
帰
還
す
る
予
定
で

す
。「
は
や
ぶ
さ
」
の
カ
プ
セ
ル
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
砂
漠
に
着
地
す
る
予

定
で
す
が
、
地
球
―
月
圏
外
に
出
て

「
き
ぼ
う
」日
本
実
験
棟
の

運
用
が
本
格
化

金
星
探
査
機「
あ
か
つ
き
」と

準
天
頂
衛
星
初
号
機
の

打
ち
上
げ

　

昨
年
１
月
に
打
ち
上
げ
た
温
室
効
果

ガ
ス
観
測
技
術
衛
星
「
い
ぶ
き
」
に
つ

い
て
は
、
観
測
デ
ー
タ
の
一
般
提
供
も

始
ま
り
、そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

世
界
の
科
学
者
が
温
暖
化
へ
の
影
響
を

研
究
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
温
室

効
果
を
つ
く
り
だ
す
二
酸
化
炭
素
や
メ

タ
ン
ガ
ス
な
ど
の
濃
度
分
布
を
地
球
規

模
で
調
べ
る
衛
星
は
、今
の
と
こ
ろ「
い

ぶ
き
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
地
球

環
境
問
題
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
果

た
す
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
解
明
す
る
た
め
に
は

世
界
規
模
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
国
際
的
な

議
論
の
中
で
、
日
本
は
水
循
環
や
気
候

変
動
に
対
す
る
取
り
組
み
を
優
先
し
て

行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
地
球

観
測
衛
星
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
問
題
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す「
い
ぶ
き
」

2
0
1
0
年
の
今
年
は
、国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
I
S
S
）の「
き
ぼ
う
」日
本
実
験
棟
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

日
本
の
有
人
宇
宙
活
動
が
さ
ら
に
本
格
化
し
ま
す
。宇
宙
環
境
を
利
用
し
た
実
験
、野
口
、山
崎
両
宇
宙
飛
行
士
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、金
星
探
査
機「
あ
か
つ
き
」や
高
精
度
な
測
位
を
行
う
準
天
頂
衛
星
初
号
機
の
打
ち
上
げ
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
X
A
は
日
本
の
宇
宙
航
空
分
野
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
、国
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
な
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

理
事
長

立
川
敬
二TA

C
H

IK
A

W
A

 K
eiji 

※本稿の全文は、JAXAウェブサイトでご覧いただけます。
http://www.jaxa.jp/article/interview/vol51/

ソユーズ打ち上げに臨む理事長  立川敬二
気温－10度Cのバイコヌール宇宙基地にて
（2009年12月撮影）
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野
口
聡
一
宇
宙
飛
行
士
の

I
S
S
で
の
長
期
滞
在
が
始
ま
り
ま
し
た
。

2
0
0
9
年
12
月
21
日

午
前
6
時
52
分（
日
本
時
間
）に

ソ
ユ
ー
ズ
Ｔ
Ｍ
Ａ
―
17
宇
宙
船
で
宇
宙
に
飛
び
立
っ
た

野
口
宇
宙
飛
行
士
は
、

第
22
次
／
第
23
次
長
期
滞
在
ク
ル
ー
と
し
て
、

I
S
S
に
約
５
か
月
滞
在
す
る
予
定
で
す
。

（
7
ペ
ー
ジ
の
ソ
ユ
ー
ズ
ロ
ケ
ッ
ト
イ
ラ
ス
ト
、鳩
山
首
相
と
の

直
接
交
信
を
除
き
、画
像
は
す
べ
て
N
A
S
A
提
供
）

　

打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
た
の
は
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
共
和
国
の
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
宇

宙
基
地
で
す
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
飛
行
機

で
約
６
時
間
、
ロ
シ
ア
の
オ
レ
ッ
グ
・

コ
ト
フ
宇
宙
飛
行
士
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
テ

ィ
モ
シ
ー
・
ク
リ
ー
マ
ー
宇
宙
飛
行
士
、

そ
し
て
野
口
聡
一
宇
宙
飛
行
士
が
バ
イ

コ
ヌ
ー
ル
に
到
着
し
た
の
は
12
月
９
日

で
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
打
ち
上
げ
に
向

け
た
最
終
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

翌
10
日
に
は
、
打
ち
上
げ
と
帰
還
時

に
着
用
す
る
ソ
コ
ル
与
圧
服
の
チ
ェ
ッ

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
人
の
ク
ル
ー

は
与
圧
服
を
着
た
ま
ま
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙

船
組
立
棟
に
移
動
し
、
現
場
で
準
備
状

況
の
説
明
を
受
け
た
後
、
ソ
ユ
ー
ズ
Ｔ

Ｍ
Ａ
―
17
宇
宙
船
に
乗
り
込
ん
で
点
検

を
行
い
ま
し
た
。

　

打
ち
上
げ
ま
で
ク
ル
ー
が
滞
在
す
る

の
は
、
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
宇
宙
基
地
か
ら

車
で
約
30
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
バ
イ
コ

ヌ
ー
ル
市
内
の
コ
ス
モ
ノ
ー
ト
・
ホ
テ

ル
で
す
。
こ
こ
は
宇
宙
飛
行
士
お
よ
び

そ
の
関
係
者
の
宿
舎
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
11
日
に
は
、
ホ
テ
ル
の
前

に
ロ
シ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、

ア
メ
リ
カ
そ
し
て
日
本
の
国
旗
を
掲
揚

す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ス
モ
ノ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
に
は
、
宇

宙
飛
行
士
の
技
量
維
持
の
た
め
の
ラ
ン

デ
ブ
ー
・
ド
ッ
キ
ン
グ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
や
、
体
調
を
整
え
る
た
め
の
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
、
休
憩
時
の
娯
楽
施

設
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

16
日
に
は
ソ
ユ
ー
ズ
Ｔ
Ｍ
Ａ
―
17
宇

宙
船
の
最
終
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
段
階
で
は
ソ
ユ
ー
ズ
Ｔ
Ｍ
Ａ
―
17

宇
宙
船
は
す
で
に
シ
ュ
ラ
ウ
ド
（
フ
ェ

ア
リ
ン
グ
）内
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
さ
ら
に
ロ
ケ
ッ
ト
組
み
立
て

棟
で
、
打
ち
上
げ
に
使
わ
れ
る
ソ
ユ
ー

ズ
ロ
ケ
ッ
ト
の
組
み
立
て
状
況
の
視
察

も
行
い
ま
し
た
。

　

ソ
ユ
ー
ズ
Ｔ
Ｍ
Ａ
―
17
宇
宙
船
を
載

せ
た
ソ
ユ
ー
ズ
ロ
ケ
ッ
ト
が
、
発
射
台

に
向
け
て
ロ
ケ
ッ
ト
組
み
立
て
棟
を

出
発
し
た
の
は
18
日
で
し
た
。
バ
イ
コ

ヌ
ー
ル
宇
宙
基
地
で
は
、
ソ
ユ
ー
ズ
ロ

ケ
ッ
ト
の
ロ
ー
ル
ア
ウ
ト
は
朝
の
７
時

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

12
月
９
日
に

バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
へ
到
着

発
射
台
へ
の
据
え
付
け
は

12
月
18
日

ソコル与圧服のチェックを行う野口宇宙飛行
士。打ち上げ時と帰還時には与圧服を着用し、
このような姿勢で座席に着く。座席の頭部下に
は衝撃を吸収するためのダンパーがある。また、
各宇宙飛行士の体型に合わせた専用のシートラ
イナーがつくられ、座席に取り付けられる。こ
れも衝撃を吸収するためである。

ソユーズ宇宙船組み立て棟で搭乗するソユー
ズTMA-17宇宙船をチェックしたクルー。左
からティモシー・クリーマー、オレグ・コトフ、
野口宇宙飛行士。

ソユーズロケット組み立て棟から発射台に移送
されるソユーズロケット。水平の状態で鉄道に
よって運ばれる。未明の移送となった。

野
口
聡
一
宇
宙
飛
行
士
の

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

長
期
滞
在
が
ス
タ
ー
ト

4



ロ
ー
ル
ア
ウ
ト
は
ま
だ
暗
い
う
ち
に
始

ま
り
ま
し
た
。
水
平
の
状
態
で
鉄
道
に

よ
っ
て
発
射
台
ま
で
運
ば
れ
た
ソ
ユ
ー

ズ
ロ
ケ
ッ
ト
は
発
射
台
で
垂
直
に
立
て

ら
れ
、打
ち
上
げ
の
瞬
間
を
待
ち
ま
す
。

　

ソ
ユ
ー
ズ
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
台
は
バ

イ
コ
ヌ
ー
ル
宇
宙
基
地
の
サ
イ
ト
１
と

い
う
場
所
に
あ
り
ま
す
。
ユ
ー
リ
ー
・

ガ
ガ
ー
リ
ン
が
世
界
初
の
有
人
宇
宙
飛

行
を
成
功
さ
せ
た
１
９
６
１
年
の
ボ
ス

ト
ー
ク
１
号
の
打
ち
上
げ
以
来
、
ロ
シ

ア
の
す
べ
て
の
有
人
打
ち
上
げ
に
使
用

さ
れ
た
発
射
台
で
す
。

発射台に垂直に立てられたソユーズロケットと
ソユーズTMA-17宇宙船。全長は49.47m、
第１段ブースター底部の直径は10.3m、中央
部（第２段）の直径は2.95m。打ち上げ時の
重量は305トン。
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ソ
ユ
ー
ズ
Ｔ
Ｍ
Ａ
―
17
宇
宙
船
は
現

地
時
間
で
21
日
午
前
３
時
52
分
と
い
う

未
明
の
打
ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
野

口
宇
宙
飛
行
士
ら
ク
ル
ー
は
前
日
（
20

日
）の
夜
10
時
ご
ろ
に
コ
ス
モ
ノ
ー
ト
・

ホ
テ
ル
を
出
発
し
ま
し
た
。
バ
イ
コ
ヌ

ー
ル
基
地
内
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
２
５
４

打
ち
上
げ
、

そ
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ

野口宇宙飛行士らを乗せたソユーズTMA-17
宇宙船の打ち上げ。打ち上げは予定通りの時刻
に正確に行われた。
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「
宇
宙
の
学
校
」
は
、
数
百
人
規
模

の
親
子
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

２
〜
３
か
月
お
き
に
実
施
さ
れ
る
参
加

型
イ
ベ
ン
ト
を
「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
と

位
置
付
け
る
も
の
で
、
東
京
・
国
分
寺

市
で
始
ま
り
、
一
気
に
全
国
規
模
に
広

が
っ
た
。〔
北
海
道（
別
海
町
）、青
森
県（
青

森
市
）、
千
葉
県
（
千
葉
市
）、
東
京
都
（
立

川
市
、
日
野
市
、
新
宿
区
）、
神
奈
川
（
相

模
原
市
）、静
岡
県
（
伊
豆
市
）、愛
知
県
（
小

牧
市
、
一
宮
市
）、
長
崎
県
（
長
崎
市
）、
沖

縄
県
（
那
覇
市
）
と
拡
大
中
〕

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
創
設
以
前
か
ら
、
旧
宇
宙

科
学
研
究
所
と
旧
宇
宙
開
発
事
業
団
の

共
同
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
、
子

ど
も
向
け
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
「
コ

ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
年
齢
層
別

に
「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
」「
フ
ァ
ン
ダ
メ

ン
タ
ル
コ
ー
ス
」「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ

ー
ス
」
に
分
化
。
す
で
に
第
一
期
生
が

指
導
サ
ポ
ー
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
指
導
者

育
成
の
た
め
の
「
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
コ

ー
ス
」
な
ど
も
現
在
は
「
宇
宙
教
育
指

導
者
セ
ミ
ナ
ー
」
と
改
称
、
中
身
も
改

善
し
な
が
ら
定
着
し
て
き
た
。
さ
ら
に

親
子
で
参
加
す
る
「
親
子
宇
宙
教
室
」

が
人
気
を
集
め
、（
名
称
が
似
て
い
て
ま

ぎ
ら
わ
し
い
が
）「
宇
宙
学
校
」
と
い
う

講
義
と
「
何
で
も
質
問
コ
ー
ナ
ー
」
中

心
の
イ
ベ
ン
ト
も
毎
年
開
催
さ
れ
て
き

た
。

　

だ
が
こ
の
「
宇
宙
の
学
校
」
は
、
そ

れ
ら
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
を
単
に
複
数
開

催
に
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
い
特
徴
が

あ
る
。
そ
れ
は
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
ス
ク

ー
リ
ン
グ
の
間
を
埋
め
る
「
教
材
」
が
、

驚
く
ほ
ど
充
実
し
て
い
る
と
い
う
点

だ
。

　

こ
こ
で
い
う
「
教
材
」
と
は
、
教
育

雑
誌
の
付
録
に
あ
っ
た
よ
う
な
実
験
キ

ッ
ト
で
は
な
く
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
４
ペ
ー

ジ
に
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
交
え
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
こ
と
。
家
庭
に
あ
る
身
近

な
道
具
や
材
料
を
使
っ
て
行
う
、
実
験

や
観
察
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
た
も

の
だ
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
親
子
で
一

緒
に
挑
戦
し
な
が
ら
、好
奇
心
を
育
て
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
ね
ら
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

　
「
宇
宙
の
学
校
」
に
参
加
し
た
親
子

は
、
開
校
式
と
な
る
第
１
回
目
の
ス
ク

ー
リ
ン
グ
で
教
材
を
受
け
取
る
が
、
そ

の
数
な
ん
と
49
テ
ー
マ
。
２
〜
３
か
月

後
に
開
催
さ
れ
る
次
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

ま
で
の
間
に
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か

に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
る
。「
お
ど
る

か
つ
お
ぶ
し
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う
」

「
ワ
サ
ビ
で
ア
メ
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
、

題
名
を
聞
く
だ
け
で
も
大
人
も
好
奇
心

を
そ
そ
ら
れ
る
魅
力
的
な
教
材
の
、
ど

れ
を
や
る
か
、
い
く
つ
や
る
か
は
、
親

子
に
任
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ま
ず
は
小
学
校
３
年
生
ぐ
ら
い
ま

で
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
い

の
で
、
教
材
も
『
コ
ッ
プ
の
水
は
な

ぜ
落
ち
な
い
？
』『
切
り
絵
で
遊
ぼ
う
』

な
ど
と
っ
つ
き
や
す
い
テ
ー
マ
が
人
気

で
す
。
昨
年
は
日
食（
09
年
７
月
22
日
）

も
あ
っ
た
の
で『
木
も
れ
日
を
見
よ
う
』

相模原キャンパスにオフィスを置く宇宙教育センターと、
NPO法人「子ども・宇宙・未来の会」（KU-MA）が、全国各地の自治体や教育委員会・科学館などと協力し、

2009年５月からスタートさせた新たな試み「宇宙の学校」が、急速な広がりを見せている。

と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
人
も
多

か
っ
た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
ダ
ン
ト
ツ
は

や
っ
ぱ
り
『
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
ろ

う
』
で
す
ね
」（
中
村
全
宏
主
査
）

　

教
材
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
作
ろ
う
」
の
表
紙
（
写
真
）

に
は
、「
牛
乳
、
生
ク
リ
ー

ム
、
砂
糖
な
ど
の
材
料
で

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
つ

く
れ
る
こ
と
を
知
る
と

と
も
に
、
０
度
以
下
の

世
界
を
体
験
す
る
」
と
教
材
と
の

実
験
の
主
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ー

ジ
を
開
け
ば
、
手
づ
く
り
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
の
レ
シ
ピ
と
道
具
立
て
、
塩
と
氷

を
混
ぜ
る
と
ど
の
程
度
ま
で
温
度
が
下

が
る
の
か
を
観
察
す
る
方
法
な
ど
が
過

不
足
な
く
紹
介
さ
れ
、
最
終
ペ
ー
ジ
に

は
、
氷
点
下
に
ま
で
温
度
が
下
が
る
理

由
と
、
食
べ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
な

ぜ
な
め
ら
か
な
食
感
な
の
か
と
い
う
理

由
が
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
内
容
は
「
小

学
５
年
理
科
・
物
の
溶
け
方
」「
中
学

１
年
理
科
・
身
の
回
り
の
物
質
」
な
ど

の
単
元
と
関
連
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と

も
付
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
レ
シ
ピ
の
中
に
は
『
氷
の
バ
ッ
グ

を
タ
オ
ル
に
つ
つ
ん
で
15
分
く
ら
い
振

る
』
と
あ
り
ま
す
。
で
も
小
学
校
３
年

生
の
子
ど
も
が
15
分
間
も
そ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
わ
け
が
な
い
で
す
よ
ね
」
と

言
う
の
は
、
教
材
づ
く
り
に
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
た
Ｋ
Ｕ
―
Ｍ
Ａ
理
事

の
遠
藤
純
夫
氏
。
中
学
校
長
を
退
職
後

は
東
京
学
芸
大
学
や
青
山
学
院
大
学
で

「
教
材
研
究
」
を
講
じ
、
全
国
中
学
校

充
実
し
た「
教
材
」が

育
て
る
の
は

２
０
０
９
年
度
か
ら

始
ま
り
全
国
的
に

急
拡
大
中

わ
ざ
と
教
材
に

「
記
し
て
い
な
い
」こ
と

宇宙教育センターの取り組み
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理
科
教
育

研
究
会
会

長
も
務
め
た
理

科
教
育
界
の
重
鎮

で
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
教

育
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
に

も
参
事
と
し
て
深
く
か
か
わ
っ

て
き
た
人
物
だ
。遠
藤
氏
は
続
け
る
。

　
「
親
の
力
を
借
り
な
い
と
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
は
完
成
し
な
い
わ
け
で
、
じ
つ

は
わ
ざ
と
教
材
を
そ
ん
な
ふ
う
に
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た〝
仕
か
け
〞

の
よ
う
な
も
の
を
、
い
く
つ
も
仕
込
ん

で
あ
る
ん
で
す
。

　
『
水
に
浮
く
も
の
沈
む
も
の
』
と
い

う
教
材
で
は
身
近
な
野
菜
を
使
っ
て
試

し
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
ダ

イ
コ
ン
な
ど
地
中
で
育
つ
野
菜
は
沈

み
、
枝
や
地
面
で
育
つ
野
菜
は
浮
か
ぶ

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
わ
ざ
と
記
し

て
い
な
い
。
実
験
を
通
じ
て
発
見
し
て

も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
」

　

さ
ら
に
た
と
え
ば
「
吸
熱
反
応
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
、「
ラ
ム
ネ
菓
子
を
食

べ
る
と
、
口
の
中
が
涼
し
く
な
る
の
は

ど
う
し
て
？
」
と
い
う
題
名
で
紹
介
す

る
が
、
こ
れ
な
ど
も
「
ラ
ム
ネ
菓
子
と

い
う
身
近
な
題
材
が
見
つ
か
る
ま
で
、

１
年
以
上
寝
か
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
」

（
遠
藤
氏
）
な
の
だ
と
い
う
。
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
手
に
よ
る
き
わ
め
て

質
の
高
い
「
教
材
」
と
「
ス
ク
ー
リ
ン

グ
」が
両
輪
と
な
っ
て
、「
宇
宙
の
学
校
」

は
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
き
つ
け
て

い
る
。

　

教
育
の
理
想
と
し
て
遠
藤
氏
は
「

啄
の
機
」
と
い
う
言
葉
を
挙
げ
る
。

　
「
ま
さ
に
ヒ
ナ
鳥
が
殻
を
内
側
か
ら

突
き
破
ろ
う
と
す
る
そ
の
時
に
、
親
鳥

が
割
れ
目
を
拡
げ
カ
ケ
ラ
を
取
り
除
き

手
助
け
す
る
。
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も

が
何
か
を
知
り
た
い
、
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
そ
の
瞬
間
に
手
を
さ
し
の
べ

て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
そ
ば
に
い
る
親

し
か
い
な
い
。
学
校
も
地
域
社
会
も
頑

張
り
ま
す
が
、
教
育
は
ま
ず
家
庭
が
主

役
と
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け

で
、
そ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
宇
宙
の

学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
立
て
ら

れ
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
」（
遠
藤
氏
）

　

日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
祥
の
地
と
い
う

縁
も
あ
り
、「
宇
宙
の
学
校
」
が
最
初

に
始
ま
っ
た
国
分
寺
市
（
市
長
が
施
政

方
針
で
宇
宙
教
育
に
言
及
す
る
ほ
ど
力
を
入

れ
て
い
る
）
で
は
、
す
で
に
市
内
の
小

学
生
の
半
分
以
上
が
受
講
生
。
沖
縄
で

は
想
定
の
８
倍
の
応
募
に
、
急
き
ょ
市

内
最
大
の
体
育
館
に
会
場
を
変
更
し
、

全
員
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
た
な
ど
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー
の
広
浜
栄
次
郎

室
長
は「
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
中
で
も
、

特
に
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
参
加

者
数
が
06
年
度
あ
た
り
か
ら
目
立
っ
た

伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々

と
協
力
し
て
指
導
者
の
育
成
や
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
の
提
供
に
力
を
注
い
で
き
た
成

果
が
出
て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

が
、こ
れ
ら
が
さ
ら
に
「
宇
宙
の
学
校
」

の
人
気
に
つ
な
が
る
な
ど
、
よ
い
循
環

が
生
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
分
析
す
る
。

　
　
　
　
　

   

＊

　
「
理
科
離
れ
」
が
叫
ば
れ
、
ま
た
こ

れ
ほ
ど
叫
ば
れ
続
け
て
い
る
こ
と
は
、

裏
を
返
せ
ば
理
科
離
れ
を
憂
慮
し
、
そ

の
阻
止
に
何
か
手
を
貸
し

た
い
と
思
う
人
が
相
当
数

い
る
こ
と
を
も
意
味
す
る

だ
ろ
う
。

　
「
会
場
運
営
に
関
わ
る
地
元

の
方
々
だ
け
で
な
く
、
模
型

な
ど
を
格
安
で
提
供
し
て
く
れ

て
い
る
業
者
の
方
ま
で
巻
き
込

ん
だ
、
多
く
の
方
の
協
力
の
も

と
に
成
立
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
遠
藤
氏
）
で
あ
る
「
宇
宙

の
学
校
」
は
、
大
人
た
ち
が
今
ま
さ
に

何
か
し
た
い
、
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
た
「

啄
の
機
」
に
、
う
っ
て
つ

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
登
場
し
た
。

２
０
１
０
年
度
か
ら
の
開
催
準
備
を
進

め
る
地
域
も
多
い
と
い
う
。

（
取
材
・
文
／
喜
多
充
成
）

宇宙教育センターの広浜宇宙教育推進室長（右）
と中村主査（左）

教材のレポートは
KU-MAのウェブサイトに
「活動レポート」として掲載される。
「それも励みになってくれているのでは
ないかと思っています」（中村主査）

沖縄でのスクーリング。
中央は遠藤純夫氏

熱気球を使ったスクーリングの様子

「
倅そ

っ
た
く

そ
っ
た
く啄

の
機
」を
逃
す
な
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2
0
0
5
年
３
月
に
創
刊
し
た

『
J
A
X
A
，s
』
は
、
今
年
で
５
周
年
を

迎
え
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
30
号
目
の
節
目
に

当
た
り
、
読
者
の
方
々
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

設
問
①
『
J
A
X
A
，s
』
は
冊
子
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
J
A
X
A
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
も
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
配
布
に
つ
い
て
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

回
答
は
、「
今
ま
で
ど
お
り
冊
子
を
配

布
し
て
ほ
し
い
」
が
1
5
8
人
、「
今
後

は
P
D
F
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
だ
け
で

い
い
」
が
45
人
で
し
た
（
無
回
答
２
名
）。

冊
子
は
迫
力
が
あ
り
見
や
す
い
、
利
便
性

が
い
い
、
回
覧
し
や
す
い
、
保
管
で
き
る

な
ど
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
P
D
F
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
は
エ
コ
、

経
費
面
で
の
節
約
に
つ
な
が
る
と
い
う
考

え
や
、
中
に
は
冊
子
を
入
手
で
き
な
い
た

め
P
D
F
で
読
ん
で
い
る
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

設
問
②
こ
こ
最
近
J
A
X
A
に
関
す
る
主

な
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
ご
存
知
の
も
の
は
あ

り
ま
す
か
。

（
09
年
の
『
J
A
X
A
，s
』
掲
載
記
事
か

ら
選
択
。
複
数
回
答
可
）

『JAXA's』
 読者アンケートの
 集計結果

『JAXA's』編集委員会  副委員長

小惑星探査機「はやぶさ」

地
球
帰
還
に
向
け
て
航
行
し
て
い
る
小

惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」は
、徐
々
に

地
球
へ
近
づ
く
軌
道
へ
と
移
り
、地
球

の
引
力
圏
の
内
側（
約
1
4
0
万
㎞
）を

通
過
す
る
軌
道
に
乗
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在「
は
や
ぶ
さ
」は
、

地
球
か
ら
約
6
0
0
0
万
㎞
の
距
離
を

航
行
し
て
い
ま
す（
2
0
1
0
年
1
月

14
日
時
点
）。
今
後
は
さ
ら
に
地
球
へ

近
づ
け
る
た
め
、月
軌
道
半
径
を
通
過

す
る
軌
道
へ
と
移
行
す
る
計
画
で
す
。

IN
F
O

R
M

A
T
IO

N
 1

「

は
や
ぶ
さ
」

地
球
引
力
圏

軌
道
へ
！ 

地
球
ま
で

あ
と
わ
ず
か

若田光一宇宙飛行士は2009年
11月 25日、鳩山由紀夫首相か
ら内閣総理大臣顕彰を受けました。
総理大臣顕彰は、国の重要施策の
遂行や学術・文化の振興などに貢
献し、特に顕著な功績があった場
合に授与される制度で、1966年
に創設されました。
今回の若田宇宙飛行士は、日本人
として初めて国際宇宙ステーシ
ョンに長期滞在した点が、「国民、
特に青少年に大きな夢と希望を与
え、科学技術への関心の向上に寄
与した」として評価されたもので
す。日本人宇宙飛行士で顕彰を受
けるのは、毛利衛、向井千秋、土
井隆雄の各宇宙飛行士に次いで４
人目となります。

INFORMATION 2

若田光一
宇宙飛行士が
内閣総理大臣
顕彰を受賞

首相官邸で行われた顕彰式で鳩山首相から盾を受け取る若田宇宙飛行士
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INFORMATION 3

 準天頂衛星
初号機の愛称が
「みちびき」に決定

J
A
X
A
は
２
月
20
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
、
東
京
駅
丸
の
内
北
口
前
の
地
下

広
場
（
新
丸
ビ
ル
と
丸
の
内
O
A
Z
O

を
結
ぶ
地
下
通
路
）
で
、「
丸
の
内
地

球
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
題
し
た
地
球

観
測
画
像
を
使
っ
た
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。

地
球
観
測
衛
星
の
観
測
画
像
は
、
地
図

の
作
成
や
自
然
災
害
・
環
境
変
化
の
監

視
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
J
A
X
A
で
は
、
こ
れ

ら
の
衛
星
画
像
や
、
衛
星
画
像
を
利
用

し
て
つ
く
ら
れ
た
加
工
品
の
魅
力
を
一

般
に
広
く
紹
介
す
る
目
的
で
、
こ
の
展

示
を
企
画
し
た
も
の
で
す
。

展
示
は
期
間
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
お
り
、
す
で
に
第
１
期
の
環
境
・
文

化
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
世
界
遺
産
」
が

終
了
し
（
昨
年
12
月
24
日
〜
１
月
23

日
）、
そ
れ
に
続
く
第
２
期
の
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
・
街
づ
く
り
を
描
く
「
躍
動

惑
星
」（
２
月
20
日
〜
３
月
11
日
）、
第

３
期
の
観
光
・
農
業
・
林
業
・
地
域
に

焦
点
を
当
て
た
「
日
本
空
訪
」（
３
月

12
日
〜
３
月
31
日
）
を
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

2010年度打ち上げ予定の準天頂
衛星初号機の愛称を募集した結果、
応募総数1万1,111件中から「みち
びき」が愛称に選ばれました。
高精度な測位情報により正確な場
所へ“みちびく”や、次世代の衛星
測位技術を日本において確立し未

IN
F
O

R
M

A
T
IO

N
 4

東
京・丸
の
内
の
地
下
広
場
で

企
画
展「
丸
の
内
地
球
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開
催

来の新しい社会へ“みちびく”か
らという提案理由が多くあり、準
天頂衛星のミッションをわかりや
すく的確に表していることから、
この愛称が選ばれました。
「みちびき」にご応募いただいた
方の中から抽選の結果、西川 一
（にしかわ はじむ）さん（50代男
性・和歌山県）を、「みちびき」打ち
上げを見届けていただくため、種
子島宇宙センターへご招待するこ
とに決まりました。また、「みちび
き」を提案していただいた方全員
に「名付け親認定証」が送付され
ます。

　

こ
の
ほ
か
に
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
記
事
、

印
象
に
残
っ
た
記
事
を
た
ず
ね
る
設
問
で

は
、「
は
や
ぶ
さ
」「
か
ぐ
や
」「
き
ぼ
う
」

「
H
―
Ⅱ
B
ロ
ケ
ッ
ト
」「
若
田
宇
宙
飛
行

士
の
長
期
滞
在
」
な
ど
の
ペ
ー
ジ
を
興
味

深
く
読
ん
だ
と
答
え
る
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

本
誌
及
び
J
A
X
A
に
つ
い
て
の
ご
意

見
、
ご
感
想
は
あ
た
た
か
い
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
多
く
、
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
J
A
X
A
事
業
に
お
け
る
正

し
い
情
報
提
供
を
心
が
け
、
宇
宙
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
誌
面
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

準天頂衛星初号機

※
ア
ン
ケ
ー
ト
は
09
年
10
〜
11
月
に
実
施
し
、

2
0
5
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
ち

抽
選
で
50
人
の
方
に
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

展示風景

宇宙ステーション補給機（HTV）が
国際宇宙ステーションとドッキング成功

若田宇宙飛行士、長期滞在から帰還

H-ⅡBロケット打ち上げ成功

「きぼう」日本実験棟の完成

「かぐや」の月の成果

宇宙飛行士候補者の採用

温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」の
二酸化炭素／メタン濃度の定常観測

無回答

0 200100 15050（人）
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NEWS

陸域観測技術衛星「だいち」による
ハイチ地震に伴う緊急観測

　地震前（2009年２月28日）と地震後（2010年
１月16日）のPALSARデータから得られた差分干
渉画像（地殻変動図）

〒100-8260 東京都千代田区丸の内1-6-5
丸の内北口ビルディング3階
TEL:03-6266-6400　FAX:03-6266-6910

広報部 JAXAウェブサイト  http://www.jaxa.jp/
メールサービス  http://www.jaxa.jp/pr/mail/

ウェブマスタのとっておき、おすすめコンテンツ
JAXAウェブサイトを見よう！　TOP > 広報サービス > Podcast配信

Podcast配信　http://www.jaxa.jp/pr/podcast/
　Podcastは、インターネット上に公開
された音声や映像を、携帯音楽プレーヤー
やパソコンで定期的に視聴できるサービス
です。JAXAでも、宇宙航空分野の新し
い情報にふれていただけるPodcast番組
を無料で配信しています。

　JAXAは、2010年1月から「JAXAス
ペースアカデミー ～1年宙（そら）組～」
を配信しています。宇宙飛行士をめざす小
学生ゲンちゃんに、担任の歌原奈緒先生が
日本の宇宙開発の歴史を教えるという番組
です。毎週土曜日、KBCラジオ（九州朝
日放送）やMBCラジオ（南日本放送）で
も放送されています（3月13日まで放送
予定）。

　東京・丸の内にある「情報センター
JAXA i」では、毎月専門家を招いて宇宙
航空の最新情報を紹介する「JAXA iマン
スリートーク」を開催して、その内容は
Podcast で聴いていただくことができます。
　また、「惑星ツアーズ」は、太陽系の各
惑星を紹介する音声コンテンツです。実際
に惑星を旅行している感覚にさせてくれま
す。「ミミネタリウム」は、夜空に輝く星
座を紹介します。携帯音楽プレーヤーをも
ち、実際に夜空を見上げながら聴けば、プ
ラネタリウムに行かなくてもその星座の物
語がわかります。
　皆さんも、ぜひ一度、JAXAのPodcast
番組をダウンロードして、聴いてみてくだ
さい。

「JAXAスペースアカデミー
～1年宙組～」配信中

他にも多彩なプログラムを用意

　2010年1月13日午前6時53分頃（日
本時間、以下同）に中米のハイチでマグニ
チュード7.0、震源の深さ約10kmの大地
震が発生し、大きな被害が出ています。
　JAXA は、1月14日午前0時18分頃
に陸域観測技術衛星「だいち」搭載の高性
能可視近赤外放射計2型（AVNIR-2; ア
ブニール・ツー）による緊急観測（画像左）
を実施しました。

　また、1月16日には「だいち」搭載の
Lバンド合成開口レーダ（PALSAR; パル
サー）による緊急観測を実施し、この観測
画像と09年2月28日に取得した同じ軌
道からの画像と比較した地殻変動検出（画
像右）を行いました。
　なお、JAXA では、「だいち」の画像を
国際災害チャータを経由して関係機関へ提
供しました。

　ハイチ大統領宮殿（黄色丸）付近の拡大画像
（それぞれ約３km×３km）
左：地震後観測（2010年１月14日）、
右：地震前観測（2007年６月3日）
赤枠は建物倒壊等被害が発生していると考えられる箇所
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JAXAはこのほど、PDFファイルで提供する英文機関誌『JAXA TODAY』を創刊しました。創刊号には、過去『JAXA's』に掲載し
た中からセレクトした記事や、オリジナルの対談記事などを掲載しています。詳しくは、JAXAウェブサイト英語版（http://www.
jaxa.jp/index_e.html ）をご覧ください。




